
令和５年・６年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

〇〇〇視察説明資料



都道府県市区町村名

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・「伊達スポーツクラブ藍」を設立し、スポーツクラブの組織を軸とした、休日（一部平日を含む）の部活動を学校部活動から地域部活動への移行の実施。

・部活動顧問の複数配置や合同練習、拠点校方式の採用や兼業兼職教員、SC登録地域指導者、民間指導者の活用、競技団体の協力による指導。

・運動部に加入していない生徒に対する運動機会の提供を目指した、民間指導者による「ゆる部活」の実施。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：地域スポーツ団体等運営型（総合型地域SC運営型）
（２）運営主体：伊達スポーツクラブ藍
（３）種目：陸上、野球、バレー、卓球、テニス、バドミントン、柔道、剣道、

バスケ、サッカー、ソフトボール（11種目）
（４）指導者の主な属性：各校教職員、SC藍登録地域指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：週平日4回、休日1回、月20回程度
（６）主な活動場所：各中学校体育館およびグラウンド、伊達市総合体育館
（７）主な移動手段：徒歩、保護者送迎、合同練習時（スクールバス）
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：会費０円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・市内中学生数が、20年間で25％減少。今後7年間でさらに20％以上の生徒数の減少が予想され、教職員の定数減も進行中。

・生徒数の減少や教職員の定数減等により、設置部活数の減少、部活動の選択幅の縮小や人数を要する団体競技の部活動の維持が難しくなっている。

・専門的に指導できる顧問の減少、指導力のある顧問の異動、競技未経験者顧問増加による競技力の低下。および市内中学生女子の著しい体力低下。

・教職員業務の多様化、複雑化。定数減となっても業務量減とならない中、部活動指導に時間を費やすことによる慢性的な教職員の長時間勤務。

・合同練習による複数体制指導、民間専門指導者をスポット活用した取組等の成果による伊達中陸上部、男子100ｍ×4Rの全国中体連陸上大会出場。

・協会主体運営による卓球の合同練習が、近隣市町の卓球協会で話題となり、常時他市町の学校やクラブが練習に参加するレベルの高い練習環境の構築。

・HPを活用した手続きの簡略化、生徒や指導者の活動の情報提供により、スポーツクラブ藍の活動が、生徒や保護者、指導者および地域に認知さている。

北海道伊達市
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

北海道の道南地区、経済圏では道央地区に位置する胆振管内にある伊達市は、室蘭市に隣接

する人口3万強の街で、南は太平洋噴火湾に面し、北は有珠山を背にしており、北海道においては

比較的雪が少なく、北海道観光名所である洞爺湖の近くに位置している。

北海道内の他市町村同様、人口減少、少子高齢化が進んでおり、市内中学生生徒数は、平成

13年度の1,081名から令和4年度の795名へと減少、ここ20年間で25％の減少となっている。

さらに、今後の生徒数の推移を予想すると、7年後の令和11年度には、生徒数が619名程度と予

想され、さらに20％以上の生徒数減少が見込まれている状況にある。

生徒数が減少することは、必然的に学級数が減少し、学級数が減少することにより、教職員の定

数も削減されることとなる。現状でも部活動を専門的に指導できる教職員が減ってきている中、将来

を展望すると、伊達市においても、今後教職員による部活動の活動維持は難しい状況である。

市内中学校は、生徒数500名弱の伊達中学校と、250名弱の光陵中学校、4名の極小規模校

大滝徳舜瞥学校（小中学校）の3校が存在する。近隣他市町中学校ほどではないものの、伊達

中学校、光陵中学校では、団体種目の部活動を維持するのが難しくなってきており、野球、女子バ

レーボールについては、なんとか両校に存在しているが、伊達中学校にあるソフトボール部、サッカー部、

男女バスケットボール部においては、令和5年度より学校枠を外し、光陵中学校からの入部を可能と

する拠点校方式を取り入れたが、バスケットボール部以外は、廃部が見込まれている。

グラフ等データ
※出典も要記載

グラフ等データ
※出典も要記載

人口 (R6.1.31) 31,716人 部活動数 18 部活（R6:16）

公立中学校数 3校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

未設置

公立中学校生徒数 （R５.5.1）729人
（R６.5.1）697人

市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中
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２．現在までの経緯

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

準備期間Ⅰ

プロジェクトチーム編成

準備期間Ⅱ

員を配置専職任

活動開始1年目

専任職員を増員

活動開始２～３年目

休日の完全移行確率

活動開始4年目～

平日移行拡大へ

◆プロジェクトチームを立ち上げ

R5.4月 活動開始を目指す！

・メンバー（３名）

教育部長、指導室職員、

生涯学習課職員

●経過（R3年）

・10月 PJチーム立上げ

・11月 スポーツ関連団体へ説明

理事者協議

・12月 スポーツ関係団体へ説明

●実施にあたって生じた課題

・具体的体制の提案の必要性

・伊達の現状にあったものを目指す

・予算：専任職員の配置と報償費

●実施内容、工夫した点 等

・骨格案作り、専任職員人選

・関係機関、団体との連絡調整

・予算案作成、国、道の動向調査

※設立準備委員会等の大きな組

織を作らず、PJチームによる実務

優先の活動を重視

令和3年 令和４年 令和５年 令和８年～

◆専任職員を配置

・メンバー（１名）

市内退職校長で元道教委

社教育主幹

●実施にあたって生じた課題

・H20年前後に設立した「伊

達市総合型地域スポーツ

クラブ」が機能せず、活動停

止となっていたことから、再び

スポーツクラブを設立すること

に対するアレルギー。

●実施内容、工夫した点 等

・4月、7月の教職員へのアンケー

ト調査の実施。

・夏休みを活用した顧問との面談

・活動場所、活動方法の模索

・地域指導者の確保。

※スポーツクラブ設立に向けては、

目的を部活動の地域移行に

限定し、学校関係者中心とした

組織編制とした。

◆専任事務職員を配置

・事務局メンバー（2名体制）

●年間の流れ

・4月 設立総会、指導者研修

活動開始

・5月 委託契約開始

・6月 役員会、大会支援

・7月 大会支援、報償費支払

↓

・3月 1年目の活動終了

●実施にあたって生じた課題

・活動実態の把握

・支援体制の全体への周知

●実施内容、工夫した点 等

・休日の活動巡回、大会応援

・オンラインを活用した各活動の

入力作業

・HPへの活動の様子、大会の様

子の掲載作業

※HPを活用した活動の様子や

連絡事項の周知等は有効

令和６～7年

◆課題を解消し運営へ

●検出課題と解決方法

・事務作業の効率化

オンラインを活用した入力

作業について、担当者だ

けではなく、各自入力。

年度途中より指示のあっ

た様式に基づく事務処理

・実働指導者数の厳選と

増員、稼働率の向上。

登録のみ、稼働の少ない

指導者については、経費

削減と指導の継続による

技術力向上の観点から

を図る。

・地域指導者複数配置に

よる休日の地域移行

兼業兼職も含め、休日の

指導員配置を複数体制

にすることにより、指導者

の負担軽減を図る。

◆平日の移行拡大へ

●課題と解決方法

・指導者の確保

平日の夕方に活動で

きる地域指導者を活

動の周知活動を継続

しながら発掘していく。

・合同練習の機会増

生徒数の減少に伴い、

活動ができる環境を

整え、合同練習の機

会を増加させていく。

・会費の設定、徴収

各学校で徴収してい

る体育文化後援会

費額の調整を図り、

保険料の徴収や保護

者の全体的負担を関

係機関と協議し、会

費額を設定したクラブ

の運営。
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

→ → 平日へ拡大

→ → 完全地域移行

→ → 平日もクラブ

2021年度(R3) 2022年度(R4) 2023年度(R5) 2024年度(R6) 2025年度(R7) 2026年度(R8)

プロジェクト

チームの設置

専任職員配置

（運営総括）

専任職員配置

（事務担当）

事務局

（2名体制）

事務局

（2名体制）

事務局

（2名体制）

骨格案作り 保護者説明会開催 学校部活動

関係団体との連絡調整 予算要望、議会対応 ↓

理事者協議 委託事業応募 地域部活動

予算案作成 先進地視察 補助金事業？

アンケート調査実施 種目の精選

顧問との面談 平日最大限拡大

活動計画、規約等 完全移行も

関係団体との連絡調整 組織体制見直し

学校中心の準備委員会 補助金業務？

徴収しない → 徴収予定

会費：協議 徴収予定

保険：実費負担

事業 補助事業へ？

委託事業の支援、補助、指導

陸上、野球、卓球、テニス、バレー、サッカー

バドミントン、バスケ、剣道、柔道で実施

部活動を教員から切り離す

新たな運営形態による部活動

受け皿となるスポーツクラブの設立

休日の部活動は兼業兼職も含む地域指導者

一部平日も地域指導者による指導へ

休日はスポーツクラブが運営主体の部活動へ

S

C

藍

進

化

・

最

大

限

の

平

日

の

地

域

移

行

委託事業

北海道　伊達市・伊達市教育委員会部活動改革スケジュール

「休日の部活動」を地域部活動へ

総会、指導者研修会、役員会、運営委員会

理事会、HP、報償費計算および支払い

体育文化後援会費等見直し

保護者総負担額を検討

方

向

教

育

委

員

会

事

務

局

会費

保険

伊

達

ス

ポ

ー

ツ

ク

ラ

ブ

藍

設

立

伊達市の部活動の在り方

顧問複数体制、平日4日、休日1日の活動

主顧問は、平日4日のうち2~3日指導。
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４．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

・ ４月：総会、指導者研修会、新年度活動開始（活動方針、指導方針、活動計画等の確認、異動による新たな部活動顧問と地域指導者との顔合わせ）

・ ５月、６月：各種目の協会大会、中体連予選、西胆振中体連大会に向けての練習および大会運営支援。役員会開催。

・ ７月：胆振中体連、全道中体連大会に向けての練習支援および大会運営支援。新チーム結成（方針共有）。「ゆる部活」実施。１学期報償費集計。

・ ８月：全道中体連、全国中体連大会に向けての練習支援および大会運営支援。新チーム結成（方針共有）。夏休み中の練習支援。１学期の報酬振込

・ ９月：各種協会新人大会、新人戦大会に向けての練習支援および大会運営支援。役員会開催。

・10月：各種協会新人大会、新人戦大会に向けての練習支援および大会運営支援。運営委員会開催。

・11月：各種協会新人大会、新人戦大会に向けての練習支援および大会運営支援。「ゆる部活」実施。

・12月：各種協会新人大会、新人戦大会に向けての練習支援および大会運営支援。役員会開催。2学期報償費集計、報償費振込

・ 1月：各種新人全道選抜大会に向けての練習および大会支援。冬休み中の練習支援。

・ 2月：各種協会冬季大会に向けての練習支援および大会運営支援。「ゆる部活」実施。

・ 3月：練習支援。役員会開催。理事会開催。3学期報償費集計、報償費振込。地域指導者および新2、3年生会員の継続手続き

・随時：HP更新（週1回更新を計画）。視察受入れ

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（生涯学習課・学校教育課）

・生涯学習課

委託事業契約関係、予算関係、渉外的な対応、施設利用対応

中体連関係補助金対応、活動の支援・指導

・学校教育課

保護者負担額の調整、スクールバスの調整、部活動の在り方検討

校長会との協議、活動の支援・指導

⚫ 首長部局（企画財政課）

・予算面での支援
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４．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 3 校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 陸上部、バドミントン、卓球、バレーボール、ソフトテニス、野球、サッカー、バスケットボール
剣道、柔道、ソフトボール

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

18 部活
R6:16部活

拠点校名 伊達中学校・光陵中・徳舜瞥

地域クラブ活動に移行
した部活動数

11部活（R5）⇒9部活（R6）

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー、野球、陸上部、バドミントン、卓球、
バレーボール、ソフトテニス、野球、
バスケットボール、剣道、柔道、ソフトボール

運営主体名 伊達スポーツクラブ藍

運営類型 ※注2 地域スポーツ団体等運営型
（総合型地域スポーツクラブ運営型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

各部活：週平日４回、休日１回
月平均20回程度

指導者の主な属性 学校職員（顧問）、SC藍登録地域指導者

活動場所 各校体育館およびグラウンド、総合体育館等

主な移動手段 徒歩、保護者送迎
バレーと卓球の合同練習はスクールバスを活用

１人あたりの参加会費等
（年額）※注3

どの部活動も会費徴収：0 円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例 ※注1

◎ 伊達  長 〇     長

・伊達  長 ・  企 代表

・    長 ・学   動代表

・  瞥 長 ・    動代表

・伊達 PTA会長

　　　事務局長

　　 事務局主任

　　伊達   担当

　　     担当

　　  瞥  担当

学   動      登録教員

  動  員 登録     

   研修

伊
達
市
 
ポ
ー

ツ
 
会

・必要 なった場 
・期 を別途定め
・必要な人   

 
 

監
事

・ ポ ツ推進委員長

支
援

 

ッ
 
ー

     による  

伊達 ポ ツクラブ"藍” DSCA  織図

総会

伊
達
市
教
育
委
員
会

クラブ代表

・   PTA会長

理事会 理事7名+事務局２名 

運営委員会 ９名： 会代表５名+クラブ代表２名+事務局２名 

代
表
２

     １ 事務局     登録 １ 代
表
３  動  員 １ 登録      ２ 

保
護
 
会

保
護
 
会

保
護
 
会

そ
 
他

保
護
 
会

 
 
 
 
ー
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４．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

・役員会、運営委員会、学校事務担当者会議の開催

・HP開の設と週1回の更新

・休日の部活動巡回、大会の様子を取材（HP掲載）

・連絡ファイルの作成

取組事項

・各種会議開催により、方針や方向性の共有が図れた。

・HPを活用した連絡事項の周知、様式のダウンロードは効果的であった。

・土曜、日曜、祝日等の休日の部活動巡回や大会の様子を取材し、HPに掲載す

ることにより、多くの関係者がHPを閲覧してくれた。

・巡回により、中学生をはじめ指導者とも色々とコミュニケーションを図れた。

・連絡ファイルで、学校部活動、地域部活動の指導者間の連絡が図れた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

◆HPの活用は、試行的な取り組みであったが、有効な手立てであった。

・各種書類の提出について、様式をダウウンロードし、メール等も活用する提出方式

を活用したが、HP文化が予想以上に会員に浸透しており、事務局の業務減につ

ながった。（特にケガした場合の保険手続きには、たいへん有効）

・週1回の定期的更新に努力した。週1の更新により、活動の様子を見ようとする閲

覧者が増え、結果的に連絡事項が周知される結果となった。また、保護者からの

写真提供も多数あった。（保護者提供写真以外は、個人不特定写真採用）

特に
工夫した
事項

・保護者からの要望もあり、バーナーを増やし、説明事項を増やした。ある程度HPは確立してきているが、再度要望を確認していく必要がある。

・動画の取入れも検討しているが、写真とは異なり、個人特定配慮の対応が、今まで以上に必要である。

・「マチコミ」の活用など、細分化した連絡手段の方法を検討し、実施していく必要がある。

今後の
課題と
対応方針

スポーツクラブ藍HP
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４．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

・1年の準備期間中に活動場所、大会等を訪問して、活動の様子を見学し、コミュニケーションを図ってからの地域指導登録を依頼。

・スポーツ協会所属の各団体の代表に依頼し、推薦者とコミュニケーションを図ってからの地域指導登録の依頼。

・指導者研修会の実施（指導者ハンドブックに、各種事故対応のマニュアル掲載）

・休日および大会等の部活巡回と巡回時の指導者とのコミュニケーション

取組事項

・初年度地域指導者、66名。（実質稼働者、1学期：59名、2学期49名）

・卓球協会へ依頼の合同卓球（土曜日、総合体育館で実施）

近隣市町で先行事例として話題となり、近隣市町の学校、クラブが多数参加する

ようになり、練習内容および指導者の質が向上。大会成績も向上している。

・全体的に学校部活動の顧問よりも、地域指導者の指導力が高いため、どの競技

も競技レベルが向上してきており、大会成績にもつながってきている。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

◆永く、きめ細かくクラブを運営するために

①実際に実技指導、一緒に活動ができる指導者の登録

②10年後、さらにその先を見込んだ年齢的に比較的若い指導者の登録

③女子生徒も多いことから、可能な範囲で多くの女性指導者の登録

※見て学べる、一緒に活動して学べる指導者、長期にわたって指導にかかわることが

出来る指導者の確保と、女性の視点が生かされた指導に重点。

特に
工夫した
事項

・「伊達市内の部活動の在り方」について、競技レベルの向上や勝敗だけを意識するのではなく、指導者が共有するものを協議して作成。

・女子生徒が半数になることから、どの部活においても可能な限り女性指導者を今後も確保していきたい。指導者のの稼働率が下がってきている。

・将来的には、「藍」出身の生徒が、指導者として多く登録し、指導に当たる環境を目指す。

今後の
課題と
対応方針
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４．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：内容の充実

◆将来的な対応を見込み、スクールバスを活用した合同練習の取組（陸上・卓球・女子バレーボール）

・陸上：指導力のある指導者の市内中学校全体での活用、民間指導者を講師としてスポット活用。

・卓球：卓球協会主体運営による、中学生を（少年団も含めむ）対象とした卓球協会指導者による指導。

・バレー：団体競技維持に向けて、将来想定される合同チームに対するスムーズな対応。

取組事項

◆成績が伴った合同練習の成果

・伊達中陸上部、男子100ｍ×4R 全道中体連優勝、全国大会出場。

・西胆振管内における各種卓球大会において、決勝は常に伊達中VS光陵中。

・バレーボール室蘭選抜チーム12名に、伊達中より3名、光陵中より1名選出。

※学校の枠を外して、地域指導者の方が専門的な指導に当たることによって、選手

個々の競技力が向上し、学校のチームとなった時に成果を発揮しており、保護者

からも好評である。

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

◆立地条件を生かしたスクールバスの活用

・合同練習を実施している総合体育館、伊達開来高校グラウンドについては、伊

達中と光陵のスクールバス運行航路上に位置していることから、安価な使用料で

輸送手段を確保することができた。（乗車料金は無料）

◆民間指導者のスポット活用

・民間指導者のスポット活用は、指導者の学ぶ機会になるとともに、記録の伸び悩

んでいる選手に練習方法のヒントを与えることができた。

特に
工夫した
事項

グラフ等データ
※出典も要記載

◆可能な範囲での合同練習拡大に向けた取組

・テニス、バドミントンは、部員数が多いため、活動場所の確保が難しいことから実施は難しいが、他の競技は随時取り入れる方向へ。

・スクールバスの有効活用により、総合体育館だけではなく、伊達中学校、光陵中学校への生徒輸送の取組の実施。

今後の
課題と
対応方針

79%

17%

4%

民間指導者を活用した陸上の合同練習

満足

やや満足

どちらともいえない
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４．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：エ：参加費用負担の支援等

◆市政（子どもの笑顔が真ん中にあるまちづくり）と保護者の負担を考慮した費用負担

・クラブ設立１年目：会費徴収なし

・クラブ設立２年目：会費徴収なし、学校の後援会費徴収費、各部の部費、遠征費等の総額負担減の方策検討と市の施策の運用

・クラブ設立３年目以降：総額負担を減らした中での会費設定、徴収、保険の自己負担へ

取組事項

◆近年の物価上昇、値上がり等、物価情勢を意識した対応

・この２年間の物価上昇、様々なものの値上がりが激しく、その影響により遠征費、

や消耗品の費用負担から、部費等値上げを実施した部が多く、クラブの会費を

徴収しなかったことは好評であった。

・全国的に体育文化後援会費等の部活動に加入していない生徒に対する一律

徴収が問題となっており、各校でのPTA会議等で検討されている。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

◆保護者の相対的な負担を減額させた額を会費へ（トータル負担を抑える対応）

・クラブの運営を会費負担で試算→年会費3,000円、月額3,000程度の負担

が必要でありことから、当初、事務局では年間1,500円程度の徴収を予定。

・市政および市教委の子育て支援方針より、一律徴収額の金額変更や負担軽

減の協議を経てから会費設定。（R6：協議調整期間）

・スポーツクラブを設立し、地域部活動を実践していくことでの変化、メリットを生徒

や指導者、保護者に実践を通じて体感してもらった。

特に
工夫した
事項

◆市の施策の子育て支援策の活用と理解をもらったなかでの会費設定と会費徴収

・各校一律負担徴収額の減額。または、運動部加入生徒は、学校の徴収額より会費を支出するなど、トータルの負担額を増額させない。

・指導者、保護者については、ある程度の費用負担については理解を得られている。市や市教委の支援を兼ね合わせた会費設定。

今後の
課題と
対応方針

№ 徴収金名 対象 期間 金額 備考

1 体育文化後 会費 全員 年間 7,000円前後

月間 1,000～1,500円程度

年間 10,000円程度

月間 1,500～2,000円程度

年間 20,000円程度

4  具代 部員 種目差 30,000円程度

5 登録料 年間 2,000円前後

6 その他

計 年間平均 70,000円程度

平均的な部活動の年間費用

部費 部員

負担

軽減

検討

遠征費 参加料等

2

3 部員
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４．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：その他の取組

◆「ゆる部活」の取組（運動部に所属していない生徒、3年生の運動部員体制と対象）

・1学期（7月）：「エアロダンス」（伊達中学校、光陵中学校にて）を実施

・2学期（11月）：「YOGA」（伊達中学校、光陵中学校にて）を実施

・3学期（2月）：「モルック」（徳舜瞥学校にて）を実施

取組事項

◆「ゆる部活の評価」（試行的取組のため、参加した生徒にアンケートを実施）

・エアロダンス：「とても楽しかった」「楽しかった」の評価が79.0％

・YOGA：「とても楽しかった」「楽しかった」の評価が95.6％

※激しい運動より、ゆっくりした運動を好む生徒が多く、今後の参考となった。

※適度な運動量が、運動部に所属していない生徒にとっては高評価となった。

・モルック：ゆる部活の実施後のアンケートでは、次回以降の要望として、ニュース

ポーツ（モルック等）を希望する者が50%弱おり、種目として取り入れた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

◆「ゆる部活」の講師派遣について

・スポーツ協会と合同事業体を組んでいる民間企業に「エアロダンス」「YOGA」につ

いては講師を依頼。（20代女性インストラクターによる指導）

・「モルック」については、スポーツ協会に普及活動を行っている指導者を派遣依頼

※民間および協会の専門指導者の指導により、スポーツジム等の講座の内容を体

験する機会を設けるとともに、楽しく運動できる機会の提供に努めた。

特に
工夫した
事項

・「ゆる部活」については、試行的取組であったが、生徒からの評価はアンケート結果から評価が高く、次年度も継続実施。

・公募型の集合方式での実施であったが、部活単位、学級単位で要請できる柔軟な対応を図り、活動を広げていきたい。

・アンケート調査により、生徒から要望のあるものについて、専門講師を依頼し、運動の機会を拡充していきたい。

今後の
課題と
対応方針
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４．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【左：ハンドブック 中：日誌 右：会議資料】

図、グラフ、文章での説明等

【ポスター】

【スポーツクラブ藍ホームページ】
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４．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【合同バレーの様子】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【伊達中陸上部全国大会出場】

【地域指導者が監督の光陵中野球部】 【伊達中テニス部協会の地域指導者の指導】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【合同卓球の様子】

【ゆる部活（エアロダンス）】



基本理念

・地域移行に向けた３つの柱

・中学校部活動の課題と
市内中学生の課題（体力低下）

対応

「伊達スポーツクラブ藍」設立



組織について

・教頭を組織に位置付けない

・校長のリーダシップ発揮

・長期休業中は基本学校で

・自ら活動、行動し、地域に依頼



学校部活動と
地域部活動のすみ分け

・なんとなく？⇒明記

・クレーム対応や問題行動防止

・保護者、生徒、地域指導者の
かかわり、大会引率の在り方



SC藍の立ち位置⇒部活動のサポート・支援役

・３校９種目、16部活 各校活動⇒可能な限り継続

・将来的な合同部活に備えて⇒合同練習、競技力向上
地域の支援体制の構築

＜今後＞


